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丹精こめた作品勢ぞろい
一一第 3園文化祭に600人が訪れ一一

(1) 

第
三
一
回
村

民
文
化
祭
が

十
一
月
七
l

八
日
の
二
日

間
、
粟
選
果

場
に
お
い
て

開
催
さ
れ
期

間
中
延
六
0

0
人
の
人
々

が
訪
れ
て
に

ぎ
わ
い
ま
し

た
今
回
も
会

場
難
に
悩
ま

さ
れ
一
転
二

転
し
十
結
果
、

よ
v

フ
ゃ
く
決

定
し
た
選
果

場
の
倉
庫
に

即
席
の
展
示

墜
を
作
h
y

、

小
中
学
校
生

徒
の
書
道
@

絵
画
や
一
般

を
始
め
と
し
て
県
議
会
議
員
選
挙
、
統

一
地
方
選
挙
と
身
近
か
な
選
挙
が
あ
h
u

ま
す
。不
目
下
の
今
日
、
何
か
期
待
し
た
い

半
面
多
忙
な
年
に
な
b
そ
う
で
す
o

経
済
面
で
は
貿
易
収
支
の
均
衡
が
く

ず
れ
、
農
林
漁
業
者
に
と
っ
て
は
い
や

が
上
に
も
、
そ
の
犠
牲
に
立
た
さ
れ
る

結
果
が
生
じ
て
参
り
ま
し
た
。

今
年
、
県
の
新
政
策
と
し
て
地
域
定

住
圏
構
想
と
称
し
特
別
な
調
査
を
進
め

る
と
発
表
し
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
五
年
に
時
限
立
法
で
制
定

さ
れ
た
過
疎
注
@
辺
地
対
策
債
も
含
め
、

今
日
ま
で
多
額
の
特
別
債
の
恩
恵
を
受

け
て
来
ま
し
た
。

村
の
産
業
開
発
と
い
え
ば
、
ど
う
し

て
も
農
業
の
援
興
を
中
心
と
し
た
計
画

を
検
討
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

の
書
道
が
展
示
さ
れ
る
と
ま
ず
ノ
¥
の

会
場
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

菊
花
展
で
は
菊
づ
く

D
に
意
欲
を
燃

や
す
人
も
培
え
て
か
け
ん
が
い
作

hy

な
ど
、
観
覧
者
の
目
を
見
は
ら
せ
る
作

品
も
出
品
さ
れ
ま
し
た
o

今
年
の
盆
栽
屡
は
、
丹
精
こ
め
た
作

品
の
即
売
も
お
こ
な
わ
れ
る
な
ど
し
ま

し
た
が
、
し
か
し
出
品
数
は
年
々
減
る

傾
向
に
あ
り
「
今
後
、
同
好
グ
ル
ー
プ

等
が
組
織
さ
れ
れ
ば
盆
栽
を
趣
味
と
す

る
人
達
の
励
み
に
も
な
D
、
作
品
の
期

待
も
生
れ
る
の
だ
が
:
:
:
・
:
己
と
関
係

者
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
民
俗
文
化
遺
産
と
し
て
村
内

に
現
存
し
て
い
る
か
茶
堂
。
四
十
七
ケ

所
の
写
真
の
前
で
は
「
ま
だ
、
こ
ん
な

に
あ
っ
た
の
か
な
あ
f
」
と
観
覧
者
も

ピ
ッ
ク
り
し
た
槙
子
。

そ
の
他
、
協
賛
事
業
と
し
て
農
機
具
、

苗
木
の
即
売
や
婦
人
会
の
バ
ザ
ー
も
人

気
ゼ
集
め
て
い
ま
し
た
。

八
日
、
午
後
三
時
か
ら
は
菊
花
、
盆

栽
)
書
道
、
絵
画
の
表
彰
式
が
お
こ
必
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今
後
の
村
行
政
方
針
は
、
今
日
ま
で
の

基
盤
整
備
を
生
か
し
て
、
数
多
く
要
望

の
出
て
い
る
環
境
整
備
の
充
実
ぞ
推
進

せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
o

ま
た
、
桜
の
四
月
を
迎
え
る
頃
に
は

建
築
中
の
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
も
完
成

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
場
と
し
て

も
巾
広
く
利
用
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
御
希

望
に
答
え
ら
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お

h
y
ま
す
。

以
上
、
年
頭
に
あ
た
h
u
所
感
を
申
し

の
べ
、
こ
こ
に
改
め
て
勇
猛
ま
い
進
し

村
政
に
な
お
一
一
層
励
み
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ま
の
建
設
的
な
翻
意
見
、

御
指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

河
辺
村
に
と
っ
て
こ
の
新
し
い
年
が

万
福
の
年
で
あ

D
ま
す
と
共
に
、
皆
さ

ま
の
む
健
康
を
お
祈
D
し
て
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

わ
れ
、
審
査
結
果
は
次
の
と
お
h
u
で
す
0

0
菊
花
展

特
別
賞
l
中
東
良
市

金
賞
ム
同
辺
中
学
校

銀
賞
l
清
水
フ
サ
子
、
向
井
蔦
子
、

中
東
良
市

銅
賞
|
上
田
文
子
、
向
井
ミ
ツ
エ
、

河
野
末
子
、
二
宮
ツ
ル
子

佳
作
!
新
滋
子
、
上
久
保
ス
ミ
子

山
間
ス
ミ
エ
、
田
中
貴
美
子

藤
田
寿
子
、
藤
田
ミ
ツ
エ

O
盆
栽
展

金
賞
運
勢
義
弘

銀
賞
|
大
見
明

銅
賞
松
本
意
思
男
、
佐
伯
範
男

佳
作
l
久
保
忠
義
、
中
東
良
市

O
書
道
展

金
賃
上
刊
本
千
鶴
(
河
小
コ
一
)

加
茂
祥
可
(
北
小
四
)

山
崎
潤
一
(
北
小
五
)

土
居
美
子
(
〈
北
小
六
)

加
茂
美
津
穂
(
中
一
)

神
山
直
美
(
中
二
)

薮
田
く
に
子
(
中
一
一
一
)

612 

2，250 

| 王見)

河辺村人口動態

(s. 53. 12. 

口

子

子

世帯数

)" 

日
げ
女

1，142 

1，108 

( S. 50. 10.因調)

666 

10.園調)

718 

2，368 口

世帯数

人

世帯数

人

銀
賞
|
羽
柴
順
子
(
河
小
一
一
一
)

福
田
孝
(
北
小
四
)

松
本
健
治
(
河
小
五
)

山
下
幼
美
(
北
小
中
ハ
)

奥
平
真
優
美
(
中
ご

松
田
郁
子
(
中
二
)

宮
岡
端
穏
(
中
三
)

銅
賞
1

山
本
浩
憲
(
北
小
一
一
一
)

万
井
寿
美
(
北
小
四
)

河
本
英
樹
(
河
小
五
)

小
川
真
由
美
(
坂
小
六
)

新
田
由
美
(
中
一
)

徳
見
和
子
(
中
二
)

上
久
保
一
忘
(
中
一
一
一
)

O
絵
画
展

金
賞
1
新
田
幸
恵
(
担
保
)

高
橋
幸
子
(
河
小
一
)

吉
野
る
み
(
河
小
一
一
)

森
川
志
郎
(
河
小
ご
一
)

二
四
岡
剛
(
北
小
四
)

徳
見
雄
二
(
北
小
五
)

田
中
由
加
里
(
坂
小
六
)

田
中
美
香
(
中
一
)

船
田
裕
美
(
中
二
)

冨
永
君
枝
(
中
一
一
一
)

銀
賞

l
藤
岡
陽
子
(
河
保
)

石
浦
ひ
ざ
え
(
北
小
一
)

河
野
浩
美
(
河
小
二
)

羽
柴
順
子
(
河
小
一
二
)
d

大
野
建
二
(
河
小
四
)

田
中
学
(
版
小
五
)

山
下
幼
美
(
北
小
六
)

織
本
美
智
子
(
中
一
)

松
田
郁
子
(
中
二
)

吉
野
千
草
(
中
一
一
一
)

銅
賞
|
真
田
輝
(
河
保
)

山
崎
は
る
み
(
北
小
一
)

井
上
雅
裕
(
坂
出
工
一
)

山
本
浩
憲
(
北
小
三
)

薮
田
秋
子
(
坂
小
四
)

小
林
由
美
(
河
小
五
)

小
川
真
由
美
(
坂
小
六
)

本
山
健
勝
(
中
一
)

水
本
智
恵
美
(
中
一
一
一
) 2，810 

昭
和
五
十
四
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

皆
さ
ん
と
共
に
新
年
を
翻
祝
福
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
は
多
忙
に
明
け
暮
れ
て
夢
の
よ

う
に
過
ぎ
た
一
年
間
で
し
た
が
、
今
、

天
地
の
万
物
は
み
な
新
た
な
陽
光
を
受

け
て
お
り
、
心
し
て
生
活
設
計
を
図
り

た
い
も
の
で
す
。

国
政
に
お
い
て
は
、
昨
年
の
暮
れ
新

体
制
の
内
閣
改
造
が
あ

D
、
さ
ら
に
ま

た
今
年
は
、
年
頭
早
々
か
ら
知
事
選
挙

口

福
岡
県
、
遠
賀
川
畔
に
生
れ
育
っ

た
私
が
、
父
の
故
郷
河
辺
村
に
帰
っ

た
の
は
、
小
学
校
へ
入
学
す
る
昭
和

二
十
年
の
春
ま
だ
浅
い
頃
だ
っ
た
と

思
う
。
私
の
生
れ
育
っ
た
築
豊
は
、

一
炭
鉱
の
街
で
戦
時
下
我
が
国
の
竜
要

」
拠
点
で
あ
れ
ν、
そ
れ
だ
け
に
敵
相
官
お

多
く
、
難
争
)
避
M
U
て
河
辺
へ
陳
開
L

た
わ
け
で
あ
る
。

初
め
て
踏
む
河
辺
の
地
は
、
の
ど

か
で
あ
っ
た
o
「
一
鬼
追
い
し
あ
の
山
、

小
鮒
釣
D
し
か
の
川
」
と
歌
う
あ
の

「
ふ
る
さ
と
」
の
唱
歌
そ
の
ま
ま
に
、

空
と
緑
が
美
し
か
っ
た
。

い
ら
い
、
十
三
年
間
河
辺
に
過
ご

し
ゃ
が
て
松
山
l
東
京
l
松
山
と
移

っ
た
o
現
在
地
の
松
山
で
は
、
都
合

す
で
に
二
十
年
が
近
く
、
最
も
永
い
。

し
か
し
「
河
辺
」
は
多
感
な
少
年
時

代
を
過
ご
し
た
「
ふ
る
さ
と
」
で
、

そ
れ
だ
け
に
村
へ
の
関
心
も
強
く
、

村
の
発
展
と
村
民
の
幸
せ
を
願
う
気

持
も
強
い
。

私
た
ち
新
聞
記
者
は
、
仕
事
の
性

格
上
、
多
く
の
市
町
村
を
訪
ね
る
が
、

今
憂
は
同
僚
ら
と
共
に
河
辺
へ
お
邪

魔
し
た
。
や
は
h
y
、
ど
の
市
町
村
に

すばら

コ‘

t!..、

学

も
負
け
な
い
美
し
い
空
と
様
、
閥
真

な
子
供
だ
ち
、
純
朴
で
働
き
者
の
農
家

の
人
々
を
見
た
o
口
さ
が
な
い
同
僚
ら

も
「
人
情
い
も
震
色
も
美
し
い
」
と
ほ
め

た。
だ
が
、
河
川
一
に
父
母
を
烈
し
、
ふ
る

v、
工
♂
に
し
て
い
る
私
に
は
、
手
三
一
t
り

む

ふるさとに

イ申

明富

野
松山市

熊

気
が
か
れ
ザ
怠
尽
か
無
い
で
は
な
か
っ
た
。

一
つ
は
、
河
辺
に
も
、
都
会
に
蔓
延
し

て
い
る
道
徳
的
退
廃
が
秘
か
に
根
を
張

h
u
始
め
て
い
る
と
感
じ
た
』
戸
)
で
あ
り
、

今
ひ
と
つ
は
、
村
民
の
中
に
将
来
に
対

す
る
不
安
が
潜
在
し
て
い
る
の
で
は
な

よ

り

ー
河
辺
小
の
親
子
ス
ポ
ー
ツ
大
会
l

秋
も
深
ま
り
、
山
々
の
紅
葉
が
ス
ポ

ー
ツ
に
い
ろ
ど
D
を
添
え
る
十
一
月
四

目
、
絶
好
の
秋
日
和
に
河
辺
小
学
校
に

お
い
て
第
二
回
親
子
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

実
施
し
て
、
親
も
子
も
一
緒
に
な
っ
て

仲
む
つ
ま
じ
く
終
日
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
た
。高
学
年
の
児
童
と
親
が
グ
ル
ー
プ
に

分
れ
て
の
オ
リ
エ
ン
テ
l
リ
ン
グ
や
卓

球。低
学
年
は
ド
ッ
チ
ボ
1
ル
や
鬼
あ
そ

び
な
ど
ル
l
ル
を
守
ら
な
く
て
失
格
に

な
っ
た
り
、
子
ど
も
に
引
っ
ぱ
ら
れ
汗

だ
く
で
青
息
吐
息
の
親
達
や
得
意
そ
う

な
子
ど
も
の
顔
、
顔
:
B
:。

昼
食
は
お
母
さ
ん
の
真
心
こ
も
る
手

作
h
u
の
弁
当
「
先
生
、
食
べ
て
み
ま
せ

ん
か
」
の
声
に
教
師
と
親
の
心
が
通
い
、

こ
こ
か
ら
も
、
連
常
感
が
育
っ
て
く
る
。

こ
の
臼
ば
か
り
は
、
父
や
母
を
独
占
し

た
満
足
感
に
ひ
た
っ
て
い
る
よ
う
で
す

ば
ら
し
い
昼
食
風
震
で
し
た
。

午
後
は
、
保
育
園
児
を
ま
じ
え
て
の

対
抗
レ

l
ス
、
珍
プ
レ
ー
や
ハ
ッ
ス
ル

プ
レ

l
続
出
の
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

な
ど
を
眺
め
て
い
る
と
、
当
世
流
行
の

親
子
断
絶
な
ど
ど
こ
吹
く
風
。

い
か
と
感
じ
た
事
だ
。

い
ず
れ
も
、
時
代
の
大
き
な
流
れ

と
密
接
な
関
係
が
あ

D
、
ひ
と
り
河

辺
に
限
ら
な
い
問
題
だ
が
、
せ
め
て

故
郷
は
す
が
す
が
し
く
、
明
る
い
将

来
展
望
を
持
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
た
。

こ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
村
理
事
者
と
、

こ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
山
の
村
会
議
員
ら

村
の
中
心
的
人
々
の
発
奮
が
望
ま
れ

よ
う
。社
会
の
複
雑
化
と
、
こ
れ
に
伴
う

価
値
観
の
多
様
化
の
中
で
、
住
民
の

一一
l
ド
を
的
確
に
把
握
し
、
理
論
的

に
解
明
し
、
施
策
と
し
て
実
践
に
移

す
事
が
望
ま
れ
る
。
そ
の
前
提
に
は
、

事
に
当
た
る
人
々
の
不
断
の
研
鎖

(
ー
さ
ん
)
と
誤
ら
な
い
指
導
性
が

不
可
欠
で
、
し
か
も
急
を
要
ず
る
よ

ヨ
に
思
わ
れ
る
。

社
会
情
勢
も
ま
す
ま
す
厳
し
い
今

日
低
レ
ベ
ル
の
政
争
や
村
政
の
私
物

化
を
排
し
、
村
民
が
結
集
し
内
外
の

英
知
争
集
め
れ
ば
、
美
し
い
自
黙
を

生
か
し
た
明
る
い
村
創
D
も
不
可
能

で
は
な
い
。
一
万
村
民
も
協
力
を
惜

ま
な
い
だ
ろ
5
0

対
話
は
身
体
を
通
し
、
行
動
を
通
し

た
血
の
通
い
こ
そ
真
の
対
話
で
あ
る
と

恩
い
ま
す
。

こ
の
親
子
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
わ
が

子
を
、
そ
し
て
自
分
の
親
を
見
な
お
す

よ
い
機
会
で
あ
っ
た
と
確
信
し
ま
し

た。

珍プレーも続出したフットベースボール

4
T

中
あ
る
日
、
ひ
さ
し
ぶ

半

。

中

h
y
に
鈍
行
列
車
に
乗
っ

中
ノ
中
て
松
山
ま
で
出
か
け
た
0

4
1
1
4
ち
ょ
う
ど
高
校
生
の
下

半

半

4
T
S
i
h

キ
校
時
で
、
列
車
の
中
は

+
同
財
キ
高
校
生
で
満
員
で
あ
っ

キ
』

i
キ
こ
。

。
申
.
品
。
プ

キ
ペ
」
岱
4
T

そ
れ
ぞ
れ
に
話
が
は

中・

4
4品
。
ず
ん
で
に
ぎ
や
か
な
こ

ど
J
?と
、
私
の
側
に
立
っ
た

半
出
存
+
女
生
徒
二
人
が
話
て
い

よ
?
+
る
の
を
聞
く
と
も
な
く

よT
4

T

聞
い
て
い
る
と
、
「
0
0

さ
ん
、
大
学
ヘ
行
く
よ
う
に
な
れ
ば
自

炊
す
る
の
?
」
「
え
え
、
は
い
れ
た
ら
ね
」

「
そ
れ
で
伺
が
作
れ
る
の
」
「
伺
も
作
っ

た
こ
と
な
い
か
ら
伺
も
で
き
な
い
わ
、

カ
ッ
プ
ヌ

1
ド
ル
ば
か
り
で
は
栄
養
失

調
に
な
る
わ
ね
己
「
私
も
そ
う
よ
、
何

も
で
き
な
い
の
己

こ
の
よ
う
な
簡
単
な
会
話
が
交
わ
さ
れ

ぐ
い
た
。

私
は
十
四
才
の
年
に
種
畜
場
に
入
所

し
て
自
炊
生
活
を
し
た
o
も
ち
ろ
ん
、

今
の
よ
う
な
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
は
な

い
か
ら
全
部
手
づ
く
り
で
あ
る
。
男
ば

か
り
四
人
で
交
代
に
独
身
の
先
生
の
分

ま
で
作
っ
た
も
の
だ
。

今
は
、
ほ
と
ん
ど
高
校
に
進
学
し
て

い
る
が
、
な
ぜ
家
庭
で
家
事
の
手
伝
い

な
ど
さ
せ
て
、
家
庭
生
活
の
中
で
実
際

に
自
分
で
生
き
て
い
く
方
法
を
教
え
て

や
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
?

た
だ
進
学
の
た
め
の
勉
強
さ
え
し
て

い
れ
ば
親
は
満
足
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
?
。

そ
の
結
果
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
?

話
は
変
る
が
、
巨
人
と
江
川
選
手
の

電
撃
契
約
と
い

5
ニ
ュ
ー
ス
に
ち
ょ
っ

と
驚
い
た
人
も
多
い
と
思
う
。
野
球
に

関
心
の
あ
る
人
な
ら
誰
で
も
、
ド
ラ
フ

ト
制
度
は
十
二
球
団
に
よ
っ
て
フ
ァ
ン

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
野
球
を
し
£
♀
え

考
え
ら
れ
協
議
さ
れ
て
で
き
た
制
度
だ

と
思
う
が
、
一
番
人
気
が
あ
り
、
し
か

も
信
頼
度
の
高
い
巨
人
が
自
ら
協
定
を

破
棄
し
て
、
あ
た
か
も
正
し
い
か
の
如

き
発
表
を
行
っ
て
い
る
。

も
し
、
そ
ん
な
こ
と
が
適
用
す
れ
ば

ド
ラ
フ
ト
制
度
は
ど
う
な
る
の
か
?

自
分
に
都
合
さ
え
よ
け
れ
ば
ど
ん
な

こ
と
で
も
す
る
、
そ
ん
な
こ
と
は
絶
対

に
許
さ
れ
な
い
が
今
の
世
の
中
に
は
多

す
ぎ
る
o
お
互
い
に
自
覚
し
自
ら
を
戒

め
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
人
間

性
豊
か
な
子
供
達
を
育
て
る
た
め
努
力

せ
ね
ば
と
痛
感
し
た
次
第
で
あ
る
。(
F
)
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(2) 第 48号

ク
リ
作
の
反
省
と
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

冬
期
の
管
理
今
後
ク
リ
だ
と
言
っ
て
馬
鹿
に
す
る

五
十
三
年
産
ク
り
は
、
干
蹴
に
よ
り
こ
と
な
く
、
土
づ
く
D
か
ら
始
ま
っ
て

果
実
の
発
育
不
良
や
落
盤
な
ど
に
よ
D

立
派
な
果
実
生
産
に
取
れ
U
組
む
姿
勢
が

前
年
を
下
ま
わ
る
生
産
量
と
な
D
、
更
産
地
問
競
争
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

に
価
格
の
低
迷
と
な
D
、
ク
リ
生
産
者
一
、
ク
リ
の
間
伐

の
打
激
は
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
o

日
当
D
が
悪
く
な
る
と
枯
れ
枝
が
多

し
か
し
、
千
越
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
く
な
D
、
枯
れ
枝
が
で
き
な
い
よ
う
、

前
年
や
上
回
る
収
穫
を
あ
げ
た
農
家
が
六
年
生
頃
か
ら
計
画
的
に
間
伐
す
る
。

あ
っ
た
こ
と
は
、
ク
リ
生
産
者
と
し
て
理
惣
的
植
栽
本
数
は
五
i
六
年
生
で

反
省
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
五
五
本
、
九
年
生
で
二
十
本
、
十
三
年

そ
の
一
例
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア
ン
草
生
で
T
本
、
十
七
年
生
で
七
本
(
十

a)

生
栽
培
で
土
づ
く
D
を
行
な
い
、
適
正
あ
れ
ば
よ
い
の
で
、
こ
れ
に
向
っ
て
計

な
間
伐
と
適
正
な
施
肥
量
に
よ
b
、
干
画
的
な
間
伐
を
行
う
。

害
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
但
し
、
間
伐
に
よ
り
栽
橋
本
数
は
少

一
方
、
土
が
浅
い
と
こ
ろ
や
、
施
肥
量
く
な
る
が
、
絶
対
に
施
肥
量
を
崩
し
て

が
少
く
放
任
的
な
所
は
、
干
害
と
併
せ
は
い
け
な
い
。

ブ
チ
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
被
害
が
多
く
、
九
二
、
春
肥
の
施
用

月
上
旬
葉
害
が
多
く
見
ら
れ
、
果
実
も
一

1
一
一
月
頃
に
施
用
ず
る
。
但
し
、

小
さ
く
、
実
タ
ン
ソ
病
の
発
生
も
多
く
、
イ
タ
リ
ア
ン
草
生
固
に
あ
っ
て
は
、
ィ

こ
の
よ
5
な
農
家
の
精
算
は
平
均
に
達
タ
リ
ア
ン
の
肥
斡
と
し
て
高
度
化
成
で

J、ミわか

中
国
視
察
研
修
を
お
え
て

村

今
回
は
交
通
・
通
信
・
生
活
面
を

紹
介
し
ま
す
。

乗
用
車
は
高
ね
の
花

昭和54年 1月1日発行

主
要
幹
線
道
路
は
巾
員
五
十

m
の

直
線
が
数
十
回
に
お
よ
び
舗
装
さ
れ

並
木
も
四
列
に
み
ご
と
に
植
え
ら
れ

て
い
る
。
農
休
一
道
は
あ
ま
れ
ジ
整
備
さ

れ
て
お
ら
ず
、
上
海
郊
外
で
は
ま
だ

水
路
輸
送
が
見
ら
れ
た
。

ト
ロ
リ
ー
バ
ス
と
二
連
の
大
型
パ

ス
が
主
な
乗
物
で
、
一
二
人
乗
り
小
型

三
輪
車
が
タ
ク
シ
ー
と
し
て
走
っ
て

い
た
。
大
部
分
の
人
は
自
転
車
を
使

い
、
乗
用
車
は
一
般
的
に
は
使
わ
れ

て
い
な
い
。

鉄
道
は
線
路
巾
が
広
く
二
階
式
列 長

稲

温

回

車
も
あ
D
、
席
に
は
テ
ー
ブ
ル
が
つ

い
て
い
て
、
そ
の
上
に
活
花
鉢
が
置
い

て
あ
D
お
茶
の
サ
ー
ビ
ス
が
ゆ
き
と
ど

い
て
い
た
。

空
港
は
ど
こ
も
軍
事
施
設
が
併
用
さ

れ
て
い
て
厳
し
く
監
視
さ
れ
写
真
は
禁

止
さ
れ
て
い
る
。

電
信
は
特
に
お
く
れ
て
い
る
よ
う
で
、

ー
一
般
家
庭
に
電
話
は
な
く
公
的
な
所
に

の
み
設
置
し
て
あ
る
o

(
日
本
へ
四
千

円
程
度
で
通
話
で
き
る
。
)

物
価
は
中
国
の
一
円
が
日
本
の
約
百

三
十
円
に
相
当
し
、
月
給
が
七
十
円
1

百
二
十
円
だ
と
い
う
か
ら
-
、
日
本
円
で

平
均
給
料
が
約
九
千
円
で
あ
る
0

(

自

転
車
が
二
万
円
余
h
u
、
宿
泊
料
は
二
千

円
i
一
一
一
千
円
で
全
室
椙
部
毘
で
あ
る
)

四
十
回
前
年
春
肥
よ

D
多
く
、
均
一
に

施
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
従
っ

て
五
1
六
年
生
で
イ
タ
リ
ア
ン
草
生
し

た
園
は
高
度
化
成
を
ク
リ
肥
料
一
一
一
袋
、

イ
タ
リ
ア
ン
肥
桝
二
袋
、
併
せ
て
五
袋

施
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

=
一
、
苗
木
の
植
付

境
堺
線
か
ら
六

M
の
と
こ
ろ
え
定
植

し
、
十
二

m間
隔
に
定
植
(
永
久
樹
)

し
、
そ
の
空
間
へ
計
画
的
に
密
植
す
る

苗
木
は
接
木
部
か
ら
六
十
i
七
五
畑
一

で
せ
ん
定
ナ
る
。

回
、
天
牛
の
防
除

虫
糞
の
出
て
い
る
穴
え
ス
ミ
チ
オ
ン

乳
剤
の
五
十
倍
液
を
注
入
す
る
。

玉
、
そ
の
他
、
く
h
u
栽
倍
ご
よ
み
を
参

照
さ
れ
、
詳
し
い
こ
と
は
農
協
・
役
場

へ
相
談
さ
れ
た
い
。

(
大
洲
農
業
改
良
普
及
所
)

さ
て
、
唯
一
の
楽
し
み
と
い
え
ば
ラ

ジ
オ
で
農
家
で
も
必
ず
一
台
は
購
入
し

て
お

D
、
最
近
の
若
者
の
闘
で
は
カ
メ

ラ
熱
も
出
て
れ
る
よ
う
だ
。

住
宅
状
視
で
は
、
ま
ず
夫
婦
に
な
る

と
マ
ン
シ
ョ
ン
式
の
部
屋
が
与
え
ら
れ

て
親
子
別
々
に
暮
ら
す
こ
と
に
な
る
が
、

農
村
で
は
土
レ
ン
ガ
作
D
の
増
築
を
個

人
で
お
こ
な
い
自
分
の
所
有
物
に
な
D
、

一
人
に
対
し
二
O
坪
の
私
用
地
が
認
め

ら
れ
て
副
食
物
や
煙
草
な
ど
を
作
っ
て

い
る
。また
、
親
族
の
集
ま
る
時
と
い
え
ば

葬
式
の
時
く
ら
い
と
い
い
、
そ
れ
も
火

葬
に
す
れ
ば
残
物
は
川
に
流
し
仏
壇
も

国
の
規
則
で
置
い
て
い
な
い
と
い
う
。

食
糧
面
で
は
、
ム
ダ
な
流
通
を
し
な

い
た
め
に
地
元
産
物
以
外
の
品
を
眉
頭

に
置
い
て
い
な
い
。
つ
ま
D
北
京
で
は

バ
ナ
ナ
を
一
本
も
売
っ
て
い
な
い
の
で

あ
る
。予

防
医
学
を
重
視

記 「第3回卓球大会おわる「1iizz時 11 坂本分館(男子) 4 1 2 2議i苦言 u- 植松分館ほ子)が優勝 H 一 問

主対つ しの l携しょfz突
き喜重量3美雪23議型空謹き主権
。し主型よパ 広島益五雪買霊長?205諸君24i雪
河辺村のタバコ消費状況

結
果
は
次
の
と
お
り

男
子
チ
l
ム

一
位
坂
本
分
館

二
位
植
松
分
館

三
位
北
平
分
館

四
位
大
伍
分
館

女
子
チ
l
ム

一
位
植
松
分
館

二
位
北
平
分
館

三
位
鹿
本
分
館

四
位
大
伍
分
館

村
内
で
売
ら
れ
た
タ
パ

l
一
ヶ
月
約
三
五
二
、

52 
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|

3悌，1ω

475，8ω 
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本
錯乱400

312，200. 

361，7ω 

お:2，3ω
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面楚l却
本
仰1
 
2
 
m
 幻'3，7ω

3邸，3∞
343，2ω 

451，2ω 

371，2ω 出

370，3∞ 
お12，ω。

255，2帥

201，1ω 

378，500 

556，0ω 

320，200 

445，5∞ 

説出;

342，ω。
3却，0∞

314，7仰

411，0ω 

320，4∞ 
261，7'∞ 10 

11 

12 

昭
和
五
十
二
年
度
の
タ
バ
コ
消
費
税

衛

生

面

で

、

特

に

注

意

さ

れ

て

い

る

額

を

み

る

と

、

年

間

五

、

一

八

O
、
五

便
所
の
臭
気
は
大
変
な
も
の
で
あ
る
が
、
・
・

1

4
・d
i
z
-
-
1

醐
一

O
円
あ
D
、
本
数
に
計
算
寸
る
と
四
、

ふ
し
ぎ
に
蝿
一
匹
み
否
」
と
が
な
か
っ
老
人
福
祉
で
は
男
六
十
才
・
女
五
一
長
引
泌
総
細
ジ
長
慌

た
。
こ
れ
に
は
特
別
の
対
策
が
お
こ
な
十
才
で
定
年
、
そ
の
後
は
七
十
円
の
附
し
て
、
村
の
収
入
財
源
に
な
D
運
用
さ

わ
れ
る
そ
う
で
あ
る
。
年
金
が
あ
っ
て
自
炊
の
で
き
な
い
者
刷
れ
て
い
る
わ
け
で
、
今
後
、
皆
さ
ん
が

ま
た
、
予
防
医
学
が
徹
底
し
て
い
る
は
敬
老
院
が
あ
る
。
問
タ
バ
コ
を
購
入
さ
れ
る
際
に
村
内
で
購

、
抑
入
し
て
い
た
だ
く
と
、
村
の
財
源
を
う

の

に

驚

い

た

。

一

般

の

娯

楽

は

週

に

二

回

く

ら

し

映

明

る

お

す

こ

と

に

な
D
ま
す
。

人
民
公
社
屋
ハ
つ
突
隊
が
あ
D
、
里
見
て
、
演
技
場
へ
時
々
出
か
け

W

旅
行
の
際
に
も
村
内
で
購
入
す
る
よ

そ
の
下
に
六
十
二
の
小
隊
が
分
か
れ
て
る
屋
支
吃
と
け
い
、
支
出
も
少
な
い
阿
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

百

町

歩

の

耕

地

や

管

理

し

て

い

る

が

、

吸

い

す

ぎ

に

は

+
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
ね
/

そ
の
中
に
百
五
十
名
の
医
者
が
配
置
さ

れ
て
い
て
、
日
常
は
農
民
と
同
じ
仕
事

を

し

て

医

療

器

具

と

薬

品

書

備

し

大

ご

あ

い

さ

つ

事

に

歪

ら

な

い

指

導

を

お

こ

な

っ

て

、

北

平

郵

便

局

長

，o
b

桧

垣

友

計

し

か

し

、

重

病

人

に

な

る

と

救

急

車

平

素

は

郵

便

局

を

御

利

用

い

た

だ

き

あ
h
y
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

で

街

の

病

院

に

運

ば

れ

専

門

医

が

処

置

弘

こ

と

し

て

い

る

。

こ

の

た

び

、

北

平

郵

便

周

長

を

命

ぜ

ら

一

般

家

庭

を

訪

問

し

て

見

る

と

、

家

れ

十

月

中

旬

、

当

地

に

参

D
ま
し
た
。

庭

内

で

の

子

供

の

下

着

は

美

し

い

も

の

職

員

二

名

と

も

ど

も

力

を

合

わ

せ

ド

郵
便
、
貯
金
、
簡
易
保
険
、
の
事
業
な

を

着

て

い

た

。

し

か

し

、

娘

き

ん

で

も

ど

を

通

じ

て

皆

様

の

お

役

に

立

ち

た

い

化

粧

品

や

髪

油

な

ど

は

い

っ

さ

い

使

用

と

存

じ

て

お

D
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ

し

な

い

と

い

う

。

一

一

層

の

御

協

力

と

翻

指

導

を

賜

わ

D
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

熱の入った試合が展開

一
一
村
は
総
面
積
の
約
八
O
%を

占
め
て
い
ま
す
。

同
き
を
も
っ
て
尊
し
と
せ
ず
、

る
を
も
っ
て
尊
し
と
す
る
己

言
葉
が
あ
h
u
ま
す
が
現
在
で

が
あ
る
を
も
っ
て
尊
し
と
せ

一
良
材
が
あ
る
を
も
っ
て
尊
し

」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

優
良
材
を
育
て
る
条

件
め
中
ポ
童
蒙
ま
の
は
、

司
良
い
晶
檀
の
選
択
で
す
。

仇
し
か
し
良
い
品
種
で
あ

つ
で
も
、
そ
の
地
域
に

，
i

適
応
す
る
か
ど
う
か
、

』
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
始

め
に
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

V

私
は
、
昭
和
四
十
八

年
三
月
か
ら
愛
嬢
県
林

、
業
試
験
場
の
委
託
を
受

け
て
河
辺
村
森
林
組
合
、
各
関
係
機

関
の
諸
先
生
方
の
御
指
導
を
い
た
だ

き
、
次
代
検
定
林
J

杉
。
を
始
め
て

い
ま
す
。

4

内
容
は
、
県
内
各
地
で
選
抜
さ
れ

た
糟
英
樹
の
う
ち
十
四
品
種
。
さ
し

木
菌
。
を
使
用
、
こ
の
な
か
に
郡
内

の
も
の
が
四
品
種
あ
D
ま
す
。

短

ふ払

こ
れ
と
出
較
の
た
め
に
」
夫
生
苗
hw

ヤ

ナ
セ
v
f河
辺
日
其
川
で
実
を
取
h
u
、

扶
育
し
た
も
の
を
合
せ
て
一
・
五
h
a

と
、
隣
接
地
に
私
自
身
の
試
験
と
し
て
。

さ
し
木
酋
グ
十
品
種
を
植
え
て
い
ま
す
。

本
数
は
全
部
合
せ
て
約
五
、

0
0
0

本
で
す
。価値ある山に

するために

広安野
用の山

栄

目
的
は
河
辺
村
に
適
応
す
る
品
種
を

見
い
出
す
こ
と
で
あ
D
、
同
じ
よ
う
な

試
験
地
が
県
内
各
地
に
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。植栽
方
法
、
土
地
と
気
候
条
件
を
で

き
る
だ
け
同
じ
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

三
団
地
に
分
け
て
ゴ
・
八

mu間
隔

歌

谷
深
く
流
る
る
水
の
清
く
し
て

山
な
み
め
ぐ
る
我
が
ふ
る
き
と

士宮
Zエ

く
た
び
れ
て
歩
ま
ず
な
D
し
幼
児
を

野
菊
摘
み
つ
つ
歩
ま
し
め
お
り

あ
わ
た
だ
し
く
今
年
も
暮
れ
ぬ

良
き
も
あ
h
u
悪
し
き
あ
D
ぬ

思
い
出
残
し
て

秋
日
和
ひ
ろ
い
た
ん
ぼ
の
稲
刈
D
て

よ
ち
/
¥
歩
く
孫
の
手
を
引
く

文

朝
露
に
栗
の
実
拾
え
ば
チ
チ
ロ
暗
く

十
五
夜
の
月
は
西
の
山
の
端

イ非

句

一
人
酌
む
と
の
い
の
夜
の
ぬ
く
め
酒

お
と
な
し
い
嫁
で
よ
か
っ
た
冬
ぬ
く
し

古
梅

貞
道

関
井
恵
美
子

上
林
ヨ
シ
子

兼
本

書

中
本

文
江

晶
月
藤
政
千
代

消

息

ご
司
自
月
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E

(
結
婚
)
末
な
が
く
お
幸
せ
に

ヘ
長
岡
勇
(
橡
容
)

語
川
真
理
子
(
帯
江
)

(
死
亡
)
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。

稲
谷
稲
田
福
重
(
六
六
才
)

露
内
長
岡
イ
チ
ヨ
(
八
六
才
)

稲
谷
真
田
秋
重
(
五
二
才
)

大
中
山
柿
本
ス
エ
(
八
五
才
)

三
久
保
小
西
弥
寿
夫
(
一
一
一
一
才
)
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